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１ 議 事 日 程（第１日） 

   （令和５年第３回有田川町議会定例会） 

令 和 ５ 年 ９ 月 ５ 日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 仮議長の選任を議長に委任する件 

 日程第５ 閉会中の所管事務調査報告について 

 日程第６ 報告第21号 専決処分の承認を求めることについて 

            令和５年度有田川町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第７ 報告第22号 令和４年度有田川町財政健全化判断比率等について 

 日程第８ 報告第23号 令和４年度一般財団法人有田川町ふるさと開発公社の決算につ 

            いて 

 日程第９ 議案第49号 令和５年度有田川町一般会計補正予算（第５号） 

 日程第10 議案第50号 令和５年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第11 議案第51号 令和５年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 日程第12 議案第52号 令和５年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第13 議案第53号 令和５年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第14 議案第54号 令和５年度有田川町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第15 議案第55号 令和５年度有田川町簡易水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第56号 令和５年度有田川町下水道事業会計補正予算（第２号） 

 日程第17 議案第57号 令和４年度有田川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第18 議案第58号 令和４年度有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第19 議案第59号 令和４年度有田川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第20 議案第60号 令和４年度有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 日程第21 議案第61号 令和４年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

 日程第22 議案第62号 令和４年度有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 
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 日程第23 議案第63号 令和４年度有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第24 議案第64号 令和４年度有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第25 議案第65号 令和４年度有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 日程第26 議案第66号 令和４年度有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 日程第27 議案第67号 令和４年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第28 議案第68号 令和４年度有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第29 議案第69号 令和４年度有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第30 議案第70号 令和４年度有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 日程第31 議案第71号 令和４年度有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 日程第32 議案第72号 令和４年度有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 日程第33 議案第73号 令和４年度有田川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 

            について 

 日程第34 議案第74号 有田郡消防通信指令事務協議会規約の制定について 

 日程第35 議案第75号 有田川町藤並駅交流施設の指定管理者の指定について 

 日程第36 議案第76号 有田川町ふるさとふれあいの丘の指定管理者の指定について 

 日程第37 議案第77号 財産の取得について 

 日程第38 議案第78号 財産の取得について 

２ 出席議員は次のとおりである（１４名） 

    １番   濃 添 勇 作       ２番   栗 山 昌 之 

    ３番   本 下 雅 敏       ４番   椿 原 竜 二 

    ５番   中 島 詳 裕       ６番   星 田 仁 志 

    ８番   谷 畑   進       ９番   西   弘 義 

    10番   林   宣 男       11番   岡   省 吾 

    12番   森 谷 信 哉       13番   堀 江 眞智子 

    14番   増 谷   憲       15番   殿 井   堯 

３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 
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４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    ６番   星 田 仁 志       14番   増 谷   憲 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（１５名） 

   町 長  中 山 正     副 町 長  坂 頭 徳 彦 

   住 民 税 務 部 長  青 石 万紀子    福 祉 保 健 部 長  井 本 英 克 

   総 務 政 策 部 長  井 上 光 生    消 防 長  髙 井 永 行 

   産 業 振 興 部 長  細 野 正 人    建 設 環 境 部 長  竹 中 幸 生 

   清 水 行 政 局 長  中 谷 芳 尚    総 務 課 長  原   秀 文 

   財 務 課 長  山 縣 和 弘    企 画 調 整 課 長  林   光 彦 

   教 育 長   嶋   博    教 育 部 長  小 澤 俊 彦 

   監 査 委 員  服 部 眞 悟 

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  中 屋 正 也    書 記  細 野 鶴 子 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（谷畑 進） 

   おはようございます。 

   ただいまの出席議員は１４人であります。定足数に達しておりますので、ただいま

から令和５年第３回有田川町議会定例会を開会します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

開議 ９時３０分 

○議長（谷畑 進） 

   本日の会議を開きます。 

   なお、議事日程については、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において６

番、星田仁志君、１４番、増谷憲君を指名します。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

   去る８月２９日に開催された議会運営委員会の結果について御報告願います。 

   議会運営委員会委員長、殿井堯君。 

○議会運営委員会委員長（殿井 堯） 



－４－ 

   改めまして、おはようございます。 

   ただいま議長指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について御報告を

申し上げます。 

   去る８月２９日、午前９時３０分から議会運営委員会を開催し、本定例会の会期並

びに日程、各常任委員会の開催日等について協議いたしました。 

   その結果、会期につきましては、本日から９月２１日までの１７日間とさせていた

だきました。一般質問は１４日、１５日の２日間としております。 

   また、本日の議事日程については、お手元に配付されている日程表のとおりといた

したく思います。 

   日程第６から日程第３８までの報告３件、議案３０件について一括上程を行い、そ

れぞれ当局からの提案理由の説明を求め、その後、全員協議会において御審査いただ

きたいと思います。 

   また、全員協議会終了後、日程第６、報告第２１号、日程第７、報告第２２号、日

程第９、議案第４９号の報告２件、議案１件については、本日、審議をお願いいたし

ます。 

   この会期、日程等に御賛同を賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位の御

協力をお願い申し上げて御報告といたします。 

○議長（谷畑 進） 

   お諮りします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日から９月２１日ま

での１７日間にしたいと思います。御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から９月２１日までの１７日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出された案件は、報告３件、議案３０件であります。 

   また、本日の説明員は町長ほか１４人であります。 

   次に、監査委員より、令和５年５月、６月、７月分の例月現金出納検査結果報告書

及び令和５年度定期監査報告書をお手元に配付していますので、御報告いたします。 

   また、令和４年度一般会計及び各特別会計の決算認定に係る説明資料をお手元に配

付していますので、申し添えておきます。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

……………日程第４ 仮議長の選任を議長に委任する件…………… 
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○議長（谷畑 進） 

   日程第４、仮議長の選任を議長に委任する件を議題とします。 

   お諮りします。 

   正副議長にともに事故があるときに対応し、滞りなく議会運営を行うため、地方自

治法第１０６条第３項の規定により、この会期中における仮議長の選任を議長に委任

願いたいと思います。御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   よって、この会期中における仮議長の選任を議長に委任することに決定しました。 

   それでは、この会期中における仮議長として、１５番、殿井堯君を指名します。 

……………日程第５ 閉会中の所管事務調査報告について…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第５、閉会中の所管事務調査報告についてを行います。 

   閉会中に産業建設住民常任委員会による視察研修が実施されておりますので、委員

長から報告をお願いいたします。 

   産業建設住民常任委員会委員長、椿原竜二君。 

○産業建設住民常任委員会委員長（椿原竜二） 

   皆様、改めましておはようございます。 

   議長の許可をいただきましたので、産業建設住民常任委員会の視察報告をさせてい

ただきます。 

   去る７月２０日から２１日にかけて、福岡県那珂川市、熊本県熊本市で視察研修を

行いました。 

   まず、初日に視察研修を行った福岡県那珂川市は、福岡県の西部にあり、大都市福

岡市の都心部から僅か１３キロメートルのところに位置し、総面積は７４．９５平方

キロメートルの市であります。恵まれた自然環境や福岡市の都心部から至近の距離に

あることなどから、人口は増加していき、那珂川町誕生から６２年後の平成３０年１

０月１日に那珂川市となりました。 

   今回視察研修を行った施設は、平成３１年３月に完成した五ケ山ダム周辺に点在す

るアウトドアフィールド「五ケ山クロス」であります。福岡都市圏から車で約１時間

の距離で、福岡県と佐賀県の県境に位置しており、モンベルが手がける全国初のキャ

ンプ場、川遊びが楽しめるリバーパーク、五ケ山クロスの拠点となるベース、この三

つに分かれたサイトの総称が五ケ山クロスで、福岡都市圏から最も近いアウトドアの

聖地として豊かな自然の中でキャンプやサイクリングなどアクティビティを楽しむこ

とができる施設であります。 

   キャンプ場の規模は６０区画で、必要な道具一式をその場でレンタル可能となって
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おり、初心者でも気軽にキャンプを楽しむことができる施設となっております。利用

割合は、福岡県内が８９．０８％、九州の方が９．９３％、九州以外からの来客は約

１％で、令和４年度の利用人数は３万１，１２４人、稼働率は３６．７６％でありま

すけれども、土曜日の利用は年間を通してほぼ満室で、リピート率は約２５％とのこ

とでありました。 

   モンベルとの官民連携に至った経緯は、平成２９年３月２１日、包括連携協定を締

結し、平成３０年４月はモンベルクラブフレンドエリアの登録、平成３１年３月にテ

ナント（モンベル福岡五ケ山店）を出店、３月２９日に五ケ山クロスがオープンされ、

平成３１年４月１日から５年間の期間でキャンプ場の指定管理に至りました。 

   モンベルとの連携による実績や効果は、まず五ケ山クロスベースにモンベルの直営

店があることで、アウトドアの拠点として認知されやすい施設となったこと。 

   ２点目として、アウトドアを熟知しているモンベルが、山歩き、地図読み、クライ

ミング、カヤックなど、アクティビティイベントの実施やプロによるレクチャーで集

客ができること。 

   ３点目に、１００万人以上のモンベルクラブ会員に対する定期的な会報などに掲載

が可能となり、テレビや雑誌などメディア取材も多く、ＰＲ力の強化が図れることな

どが挙げられます。 

   また、周辺施設との連携や隣接している佐賀県吉野ヶ里町との連携強化を進めるこ

とで、情報発信力の強化やさらなる魅力向上に期待しているとのことでありました。 

   本町でも指定管理者制度を活用し、管理運営を民間に任せている施設もあります。

しかし、指定管理先に任せ切るのではなくて、もっと連携を強化すれば、よりよい施

設になると思います。 

   また、近隣市町村と広域で連携を強化すれば、周辺施設も含めエリアでの魅力化、

情報発信力の強化につながるものだと感じました。 

   二日目は、熊本市で行っている雨水浸透桝設置補助について視察いたしました。 

   熊本市では、職員の提案により、昭和６３年４月から雨水浸透桝の設置に補助をし

ております。雨水浸透桝は、住宅など屋根に降った雨水を地下に浸透させ、道路など

へ流出する量を減らす効果があります。流出するまでの時間を遅らせることにより、

道路等の冠水被害を軽減し、併せて地下水の涵養にもつながっております。 

   熊本市で家の新築・購入・リフォームなど、現在お住まいのお宅に雨水浸透桝設置

を計画されている方で、雨水浸透桝を設置する土地の所有者の方、または所有者の同

意を得た方、市税を滞納していない方が補助の対象となります。新築・増改築の場合

は２基目から、既存住宅は１基目から補助としております。 

   補助金の額は、総額で２０万円、雨水浸透桝１基当たりの補助金は、コンクリート

製１万９，０００円、塩化ビニール製１万４，０００円となっております。ただし、

急傾斜地や低湿地など雨水を地下に浸透させることが不適当な土地に設置される浸透
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桝については、補助事業の対象外にしているとのことでありました。 

   災害の低減について検証したものではありませんけれども、１家屋に雨水浸透桝を

設置した場合、年間涵養量を試算すると１基当たり２２．３立米の効果があるとのこ

とでありました。 

   近年、毎年のように全国各地で自然災害が頻発しております。本町においても、６

月２日の線状降水帯による大雨で大きな被害が発生いたしました。旧吉備地域を中心

に宅地開発が進んでいることも鑑み、本町での雨水対策は、住民の方々が安心安全に

暮らせるための重要課題であると考えております。 

   熊本市の視察終了後、福岡県うきは市にある道の駅うきはの視察を行いました。国

土交通省より、防災道の駅初回選定において道の駅うきはが選定され、大規模災害時

など復旧活動の拠点や避難場所などの役割を果たすための広域的な防災拠点を持つ道

の駅として役割を担っております。 

   道の駅うきはには、防災広場、防災パーゴラ、防災シェルターなど、平常時は休憩

施設として利用され、緊急時には災害対策用に活用できるように整備されておりまし

た。 

   有田川町でも、現在、（仮称）有田川町防災公園基本計画策定に向けて取り組んで

おります。平常時は、町民の方々に愛される憩いの場として、災害時には防災拠点と

して活用できる防災公園が整備されることを期待しております。 

   また、今回学んだことも含め、よりよい施設の整備に向けて一緒に進めていただけ

ることをお願い申し上げまして、産業建設住民常任委員会の視察報告を終わります。 

○議長（谷畑 進） 

   以上で、閉会中の所管事務調査の報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程第６から日程第３８までの報告３件、議案３０件を一括議題としたいと思いま

すが、これに御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第６から日程第３８までの報告３件、議案３０件を一括議題とし

ます。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長、中山正 君。 

○町長（中山正 ） 

   それでは、提案理由の説明を申し上げたいと思います。 

   本日、ここに令和５年第３回有田川町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位には、何かとお忙しい中、御参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 
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   それでは、ただいま上程されました議案につきまして、御説明を申し上げます。 

   報告第２１号は、令和５年度有田川町一般会計補正予算第４号であります。今回の

補正は、６月２日の豪雨による町道や農地、農道などの災害復旧に係るものでありま

す。４款衛生費の上水道施設費では、飲料水供給施設整備事業補助金として４６万２，

０００円を、１１款災害復旧費の農林水産業施設災害復旧費では、農地災害復旧費と

して８億４，０２８万７，０００円を、農業用施設災害復旧費として４億５，８０８

万７，０００円を、林業用施設災害復旧費として６，９５０万円を、公共用土木施設

災害復旧費では、公共用土木施設災害復旧費として３億７，４５０万円を、その他公

共施設災害復旧費では、情報通信施設応急復旧費として８７１万８，０００円を、消

防用昇降路原材料費として２６２万５，０００円を計上し、歳入歳出それぞれ１７億

５，４１７万９，０００円を追加し、補正後の予算総額は１９６億９，９１５万２，

０００円と相なりました。なお、補正額の財源といたしましては、国・県の支出金や

繰入金、町債などを充てることにいたしております。また、地方債の補正につきまし

ても御審議を願うものであります。 

   報告第２２号は、令和４年度有田川町財政健全化判断比率等についてであります。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、実質赤字比率、連結実質赤

字比率、実質公債費比率、将来負担比率及び公営企業の経営の健全化を表す資金不足

比率を算出し、監査委員の意見を付した上で議会に報告するものであります。 

   報告第２３号は、令和４年度一般財団法人有田川町ふるさと開発公社の決算につい

てであります。令和４年度においても新型コロナウイルス感染拡大の影響は大きく、

開発公社にとっても大きな痛手を受けました。それに加えて、しみず温泉の女子ろ過

器の故障や近年まれに見る大雪の影響、オートキャンプ場入口の崩落など様々な要因

が重なり厳しい状況となりました。令和４年度の業績につきましては、事業収入は６，

９６３万円で、前年比８４．６％でありました。前年度を上回った施設は３施設であ

り、あさぎりが３，５９８万円で前年比１０３．１％、しみず温泉健康館が９０１万

円で前年比１０５．７％、遠井キャンプ場が４２０万円で前年比１０４．９％となり

ました。前年比を下回った施設はコテージ・やすけ・佐太夫が１，１８６万円で前年

比９３．８％、オートキャンプ場が４８４万円で前年比７４．７％となりました。業

務委託によるふれあいの丘の収入が令和３年度の１，３５１万円からなくなったこと

で、公社全体の収入は大きく減少し、前年比で１，２６４万円の減収となりました。

事業費用は１，６１８万円で前年比９９．６％、７万円の減少となりました。管理費

用は、７，６２３万円で前年比８５．０％となりました。光熱水費や燃料費などの高

騰がありましたが、経費節減やふれあいの丘を業務委託することで、前年比で１，３

４８万円の減少となりました。営業利益はマイナス２，２７８万円となり、前年比で

９１万円増加いたしました。経営利益は、新型コロナウイルス関連の助成金等が減少

してきたことや株式会社全笑に５００万円の業務委託料を支払うことにより、最終的
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には１８６万円の赤字となりましたことを御報告させていただきます。令和５年度に

おきましても、原油価格・物価高騰等により厳しい状況ではありますが、まちづくり

の拠点施設として集客と収益向上に努めてまいりますので、ふるさと開発公社に対し、

今後とも議員各位の皆さん方の御指導、御協力をよろしくお願い申し上げたいと思い

ます。 

   議案第４９号は、令和５年度有田川町一般会計補正予算第５号であります。今回の

補正の主なものは、共通するものとして、４月の職員の人事異動による配置換えに伴

い、各科目において職員給与費等の増減補正を行っております。給与費以外の主なも

のといたしましては、２款総務費の戸籍住民基本台帳費では、戸籍システム等の改修

に１，０３８万５，０００円を、３款民生費の障害者福祉費では、令和４年度の精算

に係る国・県負担金等の返納金として７８５万３，０００円を、老人福祉費では、介

護保険事業特別会計繰出金として９８８万円を、児童福祉総務費では、子供のための

教育・保育給付費など令和４年度の精算に係る国・県負担金の返納金として３，００

８万９，０００円を、保育所費では、会計年度任用職員の報酬として２９５万８，０

００円を、４款衛生費の予防費では、新型コロナウイルスのワクチン接種等に係る国

庫補助金等の返納金として２，６１２万８，０００円を、環境衛生費では、クビアカ

ツヤカミキリの防除対策費として２１０万円を、上水道施設費では、簡易水道事業会

計への補助金として５８９万８，０００円、飲料水供給施設整備事業補助金として３

７万円を、６款農林水産業費の農地費では、緊急自然災害防止対策事業として３００

万円を、８款土木費の道路新設改良費では、緊急自然災害防止対策工事費として１，

６００万円を、公共下水道費では、公共下水道事業出資金として３００万円を、１０

款教育費の小学校費では、修繕料として１，１５７万４，０００円を、体育施設費で

は、明恵の里スポーツ公園防球ネットの修繕料として４５５万６，０００円を、１１

款災害復旧費のその他公共施設災害復旧費では、修繕料として１，６１３万７，００

０円を計上した結果、今回の補正額は、歳入歳出それぞれ１億２，０２８万５，００

０円を追加し、補正後の予算総額は１９８億１，９４３万７，０００円と相なりまし

た。なお、補正額の財源といたしまして、国庫及び県支出金、寄附金、繰入金、繰越

金、諸収入、町債を充てることにいたしております。また、債務負担行為の補正並び

に地方債の補正につきましても、御審議を願うものであります。 

   議案第５０号は、令和５年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号で

あります。今回の補正の主なものは、職員の人事異動による配置換えに伴う職員給与

費等として４７万２，０００円減額するとともに、保険給付費等の令和４年度精算に

伴う返納金として６４４万１，０００円を計上した結果、今回の補正総額は６２８万

９，０００円を追加し、補正後の総額は３６億１，７２９万５，０００円と相なりま

した。なお、補正額の財源といたしましては、繰越金、諸収入を充てるとともに、繰

入金を減額することにいたしております。 
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   議案第５１号は、令和５年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号であ

ります。今回の補正は、職員の人事異動による配置換えに伴う職員給与費等として１

６５万９，０００円を追加した結果、補正後の予算総額は７億９，１４７万３，００

０円と相なりました。なお、財源といたしましては、一般会計繰入金を充てることに

いたしております。 

   議案第５２号は、令和５年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第１号であり

ます。今回の補正の主なものは、職員の人事異動による配置換えに伴う職員給与費等

として９５４万２，０００円を追加するとともに、諸支出金では介護給付費等の令和

４年度精算に伴う返納金として３，２４２万５，０００円を計上した結果、今回の補

正総額は４，１９６万７，０００円を追加し、補正後の予算総額は３３億１，９１９

万３，０００円と相なりました。なお、補正額の財源といたしましては、繰越金等を

充てるとともに、繰入金を減額することにいたしております。 

   議案第５３号は、令和５年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第１号で

あります。今回の補正は、業務委託料として１４４万円を追加するもので、補正後の

予算総額は９，１５６万２，０００円と相なりました。 

   議案第５４号は、令和５年度有田川町水道事業会計補正予算第１号であります。今

回の補正は、収益的支出では、職員の人事異動による配置換えに伴う職員給与費等と

して１０７万１，０００円を追加するとともに、資本的支出の配水管整備費では、道

路改良工事に伴う水道管布設工事費として５００万円を計上しております。 

   議案第５５号は、令和５年度有田川町簡易水道事業会計補正予算第２号であります。

今回の補正の主なものは、収益的支出の営業費用では、職員の人事異動による配置換

えに伴う職員給与費等として６３５万４，０００円を追加するとともに、資本的収入

では、令和４年度簡易水道事業特別会計分の企業債借入を令和５年度に歳入したこと

により３，０７０万円を計上しております。 

   議案第５６号は、令和５年度有田川町下水道事業会計補正予算第２号であります。

今回の補正の主なものは、職員の人事異動による配置換えに伴う職員給与費等として、

収益的支出の営業費用で４３３万９，０００円と特別損失で４４万９，０００円を減

額し、収益的支出の処理場費では、大雨による災害修繕といたしまして２１４万３，

０００円を、資本的支出の建設改良費では、道路改良工事に伴う下水道管渠布設工事

費として３００万円を計上しております。 

   続いて、議案第５７号から議案第７３号までの１７議案につきましては、令和４年

度有田川町一般会計及び特別会計並びに水道事業会計の決算認定をお願いするもので

あります。その概要につきましては、会計管理者および建設環境部長より説明させる

ことにいたします。 

   議案第７４号は、有田郡消防通信指令事務協議会規約の制定についてであります。

複雑多様化・高度化する災害に適切な対応が求められる中、人口減少社会の到来、高
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齢化及び経済情勢の変化等から、人的・財政的資源を有効活用し、消防サービスの高

度化及び消防力の強化を図っていく必要があります。そのため、有田川町及び湯浅広

川消防組合においては、消防通信指令業務の共同運用に向け地方自治法第２５２条の

２の２第１項の規定に基づく協議会を設けるための規約を制定するものであります。 

   議案第７５号は、有田川町藤並駅交流施設の指定管理者の指定についてであります。

有田川町藤並駅交流施設（観光案内所）の指定管理者の指定については、有田川町公

の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例の規定により、有田川町大字

野田１８７番地、株式会社オレンジライフ、代表取締役 上野山栄作氏を令和５年１

０月１日より管理を行わせる候補者として選定しましたので、地方自治法の規定によ

り議会の議決をお願いするものであります。 

   議案第７６号は、有田川町ふるさとふれあいの丘の指定管理者の指定についてであ

ります。有田川町ふるさとふれあいの丘の指定管理者の指定について、有田川町公の

施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例の規定により、京都市西京区大

枝塚原町３番地１５２シャルレ桂坂１階、株式会社全笑、代表取締役 平野仁智氏を

令和５年１０月１日より管理を行わせる候補者として選定しましたので、地方自治法

の規定により議会の議決をお願いするものであります。 

   議案第７７号は、財産の取得についてであります。２トンじんかい収集車の購入に

ついて、令和５年８月２４日、指名競争入札に付したところ、有田川町中野２８４番

地２、金屋モータース、久保好治氏が落札いたしましたので、８８０万円で物品購入

契約を締結するに当たり、有田川町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または

処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。 

   議案第７８号は、財産の取得についてであります。３トンじんかい収集車の購入に

ついて、令和５年８月２４日、指名競争入札に付したところ、有田川町中野２８４番

地２、金屋モータース、久保好治氏が落札いたしましたので、９０２万円で物品購入

契約を締結するに当たり、有田川町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または

処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。 

   以上で、提出議案に対する説明は終わらせていただきます。何とぞ御審議の上、御

賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（谷畑 進） 

   以上で、町長の提案理由説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明をお願いします。 

   住民税務部長、青石万紀子君。 

○住民税務部長（青石万紀子） 

   それでは、私からは議案第５７号から議案第７２号までの令和４年度一般会計及び

特別会計の決算につきまして、補足説明をさせていただきます。 

   なお、決算の状況につきましては、決算書及び主要施策の成果報告書に詳細に記載
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されておりますので、概要のみの説明とさせていただきます。 

   お手元に配付させていただいております令和４年度有田川町一般会計特別会計決算

説明資料に基づきまして、御説明申し上げます。 

   なお、この資料の金額は、本年度より決算書及び主要施策の成果報告書と同様に円

単位となっており、比率や割合につきましては小数点以下第１位となっております。

よろしくお願いいたします。 

   それでは、１ページの決算総括表を御覧ください。 

   一般会計と１５の特別会計の歳入歳出決算状況でございます。一般会計と特別会計

の予算現額合計２７６億５，２１７万３５７円に対しまして、歳入決算額合計は２６

５億９，４０７万９，４２１円で、予算現額に対する収入率は９６．２％となってお

ります。 

   次に、歳出決算額合計は２５８億９，０１４万１，０６４円で、予算現額に対する

執行率は９３．６％となっております。歳入歳出の差引額の合計は７億３９３万８，

３５７円で、翌年度へ繰り越すべき財源の合計２億３，４９１万５４７円を差し引き

ました実質収支額は４億６，９０２万７，８１０円となっております。特別会計にお

ける収入率・執行率の減少につきましては、令和５年度より、特別会計のうち簡易水

道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、簡易排水事業、浄化槽事業の５事業が

地方公営企業法を適用いたしましたことに伴い、３月末で打ち切り決算を行ったこと

によるものです。 

   なお、決算書の収入未済額及び不用額は、令和４年度に属する未収金及び未払金が

含まれております。また、これらは同法の規定による特別会計へ引継ぎいたしました。 

   次に、２ページをお願いいたします。 

  議案第５７号、有田川町一般会計歳入歳出決算から御説明申し上げます。 

   まず、２ページの一般会計歳入決算状況を御覧ください。 

   歳入合計は１７１億５，７１２万４，００１円で、前年度と比較して１１億９，４

１９万４，４９５円、率にして６．５％の減となっております。増減の主なものは、

増額では１款町税の５，６０４万９，６６３円で、固定資産税において償却資産が増

額したことによります。一方減額では、２２款町債の３億８，５４０万円で、主な要

因は合併特例事業債と臨時対策事業債の減額によります。 

   次に、１１款地方交付税の３億１，７９９万３，０００円で、主な要因は、令和３

年度の普通交付税の再算定があったことにより減額となりました。また、歳入に占め

る割合で最も高いのが、１１款地方交付税の３９．０％、次に１款町税の１８．７％、

次いで１５款国庫支出金の１２．２％の順となっております。歳入総額のうち自主財

源は５３億１，４５４万３，０３４円で、前年度と比較して１億６，８１４万２，６

２４円、率にして３．１％の減となっており、１９款繰入金・基金繰入金の減額が主

な要因でございます。また、自主財源の構成比としては３１％で、前年度と比較して
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１．１％の増となっております。 

   次に、３ページ、一般会計歳出決算状況を御覧ください。 

   歳出合計は１６５億５，１１２万３，９４２円で、前年度と比較して１１億６，２

４６万６，４００円、率にして６．６％の減となっております。増減の主なものは、

増額では７款商工費の１億５，５７５万１，９３６円で、主な要因は、有田川町応援

クーポン券配布事業（第３弾・第４弾）によります。一方減額では、１３款諸支出金

の３億６，４０２万９，９６２円で、主な要因は基金への積立金の減額によります。 

   次に、２款総務費の２億２，２３９万７，４１５円で、主な要因は、令和３年度の

きびドーム大規模改修工事費の減額によります。また、収支の状況につきましては、

歳入歳出差引額６億６００万５９円、翌年度へ繰り越すべき財源２億２，９０１万５

４７円を差し引きいたしました実質収支額は３億７，６９８万９，５１２円となって

おり、前年度と比較して９，５４５万１，９４３円、率にして２０．２％の減となっ

ております。 

   次に、４ページを御覧ください。 

   議案第５８号、有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳

入の主なものは、１款国民健康保険税７億５，６０７万７，８２０円、４款県支出金

２３億９，８２７万５，２１７円、６款繰入金３億９，２８１万４９５円で、歳入合

計３５億７，５３２万８，１１３円となっております。歳出の主なものは、２款保険

給付費２３億５，１２３万７，９３８円、３款国民健康保険事業納付金１０億８，３

３９万２，９５０円で、歳出合計３５億７，０５５万４，０３８円となっております。

歳入歳出差引額と実質収支額は、共に同額の４７７万４，０７５円となっております。 

   次に、５ページを御覧ください。 

   議案第５９号、有田川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でございます。歳入

の主なものは、１款保険料２億８，１４２万６，１００円、３款繰入金４億７，６３

８万１，７５５円で、歳入合計７億８，９７３万３，６３５円となっております。歳

出の主なものは、２款後期高齢者医療納付金７億３，８０２万３，１８７円で、歳出

合計７億７，８８１万３，２３５円となっております。歳入歳出差引額と実質収支額

は、共に同額の１，０９２万４００円となっております。 

   次に、６ページを御覧ください。 

   議案第６０号、有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳入の

主なものは、１款保険料５億４，９３０万６，４００円、３款国庫支出金７億８，８

０２万４，１１８円、４款支払基金交付金７億４，１１６万５，０００円で、歳入合

計３０億７，４７９万４８８円となっております。歳出の主なものは、２款保険給付

費２６億７，６０８万３，４７３円で、歳出合計３０億２，７０７万５，３５５円と

なっております。歳入歳出差引額と実質収支額は、共に同額の４，７７１万５，１３

３円となっております。 
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   次に、７ページを御覧ください。 

   議案第６１号、有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳入歳出決算でござい

ます。歳入の主なものは、２款繰入金３６２万円で、歳入合計４６８万１，０２４円

となっております。歳出の主なものは、１款総務費４６２万円で、歳出合計４６８万

１，０２４円となっており、歳入歳出差引額、実質収支額は、共にゼロ円となってお

ります。 

   次に、８ページを御覧ください。 

   議案第６２号、有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳入の

主なものは、２款使用料及び手数料１億６，７９０万９，７９７円、３款繰入金２億

５，６２９万３，１８５円で、歳入合計４億４，７１５万３，０３３円となっており

ます。歳出の主なものは、２款施設費１億２，６５０万２，１３１円、３款公債費２

億７，２１２万１，４３８円で、歳出合計４億４，２８８万７，５３１円となってお

ります。歳入歳出差引額と実質収支額は、共に同額の４２６万５，５０２円となって

おります。 

   次に、９ページを御覧ください。 

   議案第６３号、有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳入

の主なものは、２款使用料及び手数料１億２，９７６万２，５３０円、３款国庫支出

金２億８，００２万５，０００円、６款繰入金７億２，７５１万４，１７３円で、歳

入合計１２億４２０万８，６０７円となっております。歳出の主なものは、２款施設

費３億９，９０６万７，２９２円、３款公債費６億７，０１９万９，３１２円で、歳

出合計１１億８，９９１万１，６９０円となっております。歳入歳出差引額１，４２

９万６，９１７円、翌年度へ繰り越すべき財源５９０万円を差し引きました実質収支

額は８３９万６，９１７円となっております。 

   次に、１０ページを御覧ください。 

   議案第６４号、有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳

入の主なものは、３款繰入金２億５８６万１，３７９円で、歳入合計２億５，１２３

万５５４円となっております。歳出の主なものは、３款公債費１億４，９７７万９９

９円で、歳出合計は２億４，３０１万３，９８９円となっております。歳入歳出差引

額と実質収支額は、共に同額の８２１万６，５６５円となっております。 

   次に、１１ページを御覧ください。 

   議案第６５号、有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳入合

計１７３万８，２０８円、歳出合計１６５万８，９６８円で、歳入歳出差引額と実質

収支額は、共に同額の７万９，２４０円となっております。 

   次に、１２ページを御覧ください。 

   議案第６６号、有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算でございます。歳入合計

６１０万６，５９１円、歳出合計３６０万７，１０６円で、歳入歳出差引額と実質収
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支額は、共に同額の２４９万９，４８５円となっております。ただいま御説明いたし

ました簡易水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、簡易排水事業、浄化槽事

業の特別会計につきましては、歳入歳出差引額残額は地方公営企業法が適用されたこ

とに伴い、同法の規定による特別会計へ引継ぎいたしました。 

   次に、１３ページを御覧ください。 

   議案第６７号、有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決算でございます。歳

入の主なものは、１款使用料及び手数料５，３４８万８，０１８円、３款繰入金１，

１７７万４，１９８円で、歳入合計７，６０１万６，９７６円となっております。歳

出は、総務費の７，６０１万６，９７６円で、歳入歳出差引額、実質収支額は、共に

ゼロ円となっております。 

   次に、１４ページを御覧ください。 

   議案第６８号、有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。歳

入歳出合計額は共に４万２，５８０円で、歳入歳出差引額と実質収支額は共にゼロ円

となっております。 

   次に、１５ページを御覧ください。 

   議案第６９号、有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。歳

入合計３９万４，６２７円に対し歳出合計４万２，０００円で、歳入歳出差引額と実

質収支額は、共に同額の３５万２，６２７円となっております。 

   次に、１６ページを御覧ください。 

   議案第７０号、有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。

歳入合計１９７万３，８１８円に対し歳出合計４万２，６８０円で、歳入歳出差引額

と実質収支額は、共に同額の１９３万１，１３８円となっております。 

   次に、１７ページを御覧ください。 

   議案第７１号、有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。

歳入合計３４７万３，８７６円に対し歳出合計６２万６，８７０円で、歳入歳出差引

額と実質収支額は、共に同額の２８４万７，００６円となっております。 

   次に、１８ページを御覧ください。 

   議案第７２号、有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。

歳入合計８万３，２９０円に対し歳出合計４万３，０８０円で、歳入歳出差引額と実

質収支額は、共に同額の４万２１０円となっております。 

   以下、２０ページは町税などの収納状況、２１ページは一般会計繰出金の状況、２

２・２３ページは基金繰入金の状況、２４・２５ページは町債の借入れ状況、２６・

２７ページは２ページの一般会計歳入の款・項別明細で、２８・２９ページは３ペー

ジの一般会計歳出の款・項別明細でございます。 

   また、決算書の５２９ページからは財産に関する調書となっており、公有財産・物

品・基金に係る決算年度中の増減及び決算年度末現在高を記載しておりますので、御
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参照いただきたく存じます。 

   以上で、一般会計及び特別会計に係る決算の補足説明を終わらせていただきます。

御審議の上、御認定賜りますよう何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（谷畑 進） 

   建設環境部長、竹中幸生君。 

○建設環境部長（竹中幸生） 

   それでは、私からは議案第７３号、令和４年度有田川町水道事業会計剰余金の処分

及び決算の認定について補足説明をさせていただきます。 

   決算書の１ページの決算報告書を御覧ください。 

   まず、収益的収入及び支出についてであります。収入の部では、第１款水道事業収

益は５億６，８５９万８，８５６円であります。内訳といたしましては、第１項の営

業収益は４億６，７０１万４，８６０円、第２項の営業外収益は１億１５８万３，９

９６円でございます。支出の部では、第１款水道事業費用といたしまして３億９，３

４１万９，３３２円です。内訳といたしましては、第１項の営業費用として３億６，

４６３万２，１５９円、第２項の営業外費用として２，８７８万５，０１７円、第３

項の特別損失は２，１５６円でございます。 

   次に、資本的収入及び支出につきましては、収入の部では、第１款資本的収入とい

たしまして４４６万２，２００円です。内訳といたしましては、第１項の工事負担金

でございます。支出の部では、第１款資本的支出といたしまして１億５，１８６万９，

４７２円です。内訳といたしましては、第１項の建設改良費１億１，３８２万２，０

０５円、第２項企業債償還金３，８０４万７，４６７円となり、資本的収入額が資本

的支出額に対し１億４，７４０万７，２７２円不足いたしますが、これにつきまして

は過年度分損益勘定留保資金９９万７，２２７円、当年度分損益勘定留保資金９，３

０８万４，６０７円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，０３２万５，４３

８円及び建設改良積立金４，３００万円により補塡させていただいております。 

   続きまして、２ページから７ページにつきましては、損益計算書、剰余金計算書、

剰余金処分計算書（案）、貸借対照表であります。この中で３ページの剰余金計算書

の剰余金右側の利益剰余金の中ほどにございます未処分利益剰余金７行目の繰越利益

剰余金４，４０６万２６１円と、その下、当年度変動額２億７３３万４，９２８円を

合計いたしました、一番下に記載しております２億５，１３９万５，１８９円が当年

度の未処分利益剰余金になります。 

   また、４ページの剰余金処分計算書（案）につきましては、議決をいただく事項で

ございますが、当年度未処分利益剰余金２億５，１３９万５，１８９円の中より資本

的収支不足額を補塡するために取り崩しました積立金４，３００万円を資本金に、１

億５，０００万円を建設改良積立金とし、残額５，８３９万５，１８９円につきまし

ては、令和５年度への繰越利益剰余金とさせていただいておりますので、御審議のほ
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どよろしくお願いいたします。 

   なお、１０ページから２８ページまでは、決算附属書類並びに参考資料でございま

す。御確認のほどよろしくお願いいたします。 

   以上、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。御審議の上、御認

定賜りますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

   以上です。 

○議長（谷畑 進） 

   ほかに補足説明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   次に、監査委員より日程第１７、議案第５７号から日程第３３、議案第７３号まで

の令和４年度各会計の監査報告をお願いします。 

   代表監査委員、服部眞悟君。 

○監査委員（服部眞悟） 

   ただいま令和４年度決算について審査意見を求められましたので、御報告申し上げ

ます。 

   決算審査は、森谷監査委員とともに、去る７月１８日に地方公営企業法の規定に基

づき水道事業会計の決算審査と簡易水道事業及び下水道事業の各特別会計が、令和５

年４月１日より地方公営企業会計へ移行した関係上、他の特別会計に先行して審査を

行いました。 

   また、７月２７日から８月１日まで、地方自治法の規定に基づき一般会計、特別会

計の決算及び基金の運用状況を審査いたしました。 

   審査の結果、各会計の歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に適合し

て作成されており、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類と照合し、審査した限りにお

いて決算に対する計数は正確であると認められ、繰越明許費を除き所期の成果を得た

ものと認められました。 

   なお、本審査中に改善を求められた軽微な事項については、速やかに改善の措置を

講じるよう要望いたします。 

   それでは、議案第５７号、令和４年度有田川町一般会計歳入歳出決算の認定につい

ての決算書の後ろに添付されております審査意見書に沿って説明させていただきます。

なお、数値につきましては、万円単位で説明させていただきます。 

   まず、有田川町全体の総括について申し上げます。 

   審査意見書の３ページを御覧ください。 

   一般会計と特別会計を合わせた総計決算では、表－１のとおり、歳入歳出差引額で

７億３９４万円の黒字となっており、繰越明許費の財源として２億３，４９１万円が
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必要であるため、実質収支額は表－３のとおり４億６，９０３万円の黒字となってお

ります。 

   次に、一般会計の財政構造について申し上げます。 

   ４ページを御覧ください。 

   歳入を財源別に見ますと、表－４のとおり構成割合は、自主財源が３１％、依存財

源が６９％であり、自主財源構成比は前年度から１．１ポイント向上しております。 

   次に、６ページを御覧ください。 

   表－６性質別歳出状況では、義務的経費につきましては、扶助費において児童発達

支援事業給付費補助金の増等により１億４，１８０万円増加しております。投資的経

費につきましては、令和３年度のきびドーム大規模改修事業等の終了により前年度よ

り６億８１８万円減少し、その他の経費につきましては、補助費等において新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援する臨時特別給付金事業の減等に

より６億９，６０９万円減少しております。 

   次に、７ページを御覧ください。 

   表－７の主な財務指標ですが、財政力を判断する指標であります財政力指数０．３

４９と前年度比０．００３ポイント好転し、令和４年度の県内町村平均である０．３

０３と比べると０．０４６ポイント高くなっております。また、財政構造の弾力性を

示す経常収支比率は９０．７％と前年度比３．１ポイント悪化しております。普通交

付税が減少したことが比率が悪化した要因であると思われます。 

   次に、一般会計の決算について申し上げます。 

   ８ページ以降に詳細を記載しております。 

   令和４年度の歳出決算規模は１６５億５，１１２万円となり、前年度と比較すると

１１億６，２４７万円の減となっております。決算の歳入総額から歳出総額を差し引

いた形式収支額は、表－９のとおり６億６００万円の黒字となっております。このう

ち翌年度へ繰り越すべき財源が２億２，９０１万円ありますので、これを除いた実質

収支額は３億７，６９９万円の黒字となっております。 

   次に、町債の状況については、表－１０のとおり令和４年度末現在高が１４８億６，

４１２万円であり、前年度末からは１４億９，４４９万円と大幅な減少となっており

ます。今後も適切でかつ計画的な地方債の活用と現在高の削減に努め、さらなる財政

健全化が図られるよう期待します。 

   次に、基金の状況につきましては、９ページを御覧ください。 

   令和４年度末現在高は、表－１１のとおり１３６億５９０万円で、前年度末から５

億８，８７４万円増加しております。基金の運用については、安全性、流動性を確保

した上で効率的な管理を第一に考え、適正な運用に努めていただきたいと思います。 

   以上のことから勘案しますに、町債は減少し基金は増加していることから、財政状

況は健全な状態にあると思われますが、経常収支比率は悪化しており、依然として財
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政構造は硬直化している状況であります。 

   持続可能な財政運営を確かなものとするため、今後も歳入と歳出のバランスがとれ

た財政構造の堅持に努められることを期待します。 

   なお、歳入歳出の予算科目ごとの審査内容につきましては、１０ページから２２ペ

ージを後ほど御覧いただきたいと思います。 

   次に、特別会計の決算について申し上げます。 

   各特別会計の状況につきましては、２３ページから３７ページに記載しております

が、主な特別会計について概要を御報告申し上げます。 

   ２３ページを御覧ください。 

   国民健康保険事業特別会計につきましては、表－４４のとおり実質収支は４７７万

円の黒字となっております。 

   ２４ページを御覧ください。 

   国民健康保険税の徴収状況については、表－４６のとおり収入未済額が前年度より

減少し、積極的な徴収への取組の成果であると思われますが、引き続き徴収率の向上

と収入未済額の累積防止により一層の努力を望みます。 

   次に、２６ページを御覧ください。 

   介護保険事業特別会計につきましては、表－５１のとおり実質収支は４，７７２万

円の黒字となっております。介護保険料の徴収状況については、表－５２のとおり収

入未済額が前年度より減少しております。引き続き介護予防の推進を通して保険給付

費の抑制に努めるとともに、今後も収納率の向上を図り、介護保険制度の適正な運営

に努めていただきたいと思います。 

   続きまして、２８ページを御覧ください。 

   ２８ページの簡易水道事業特別会計から３０ページの公共下水道事業特別会計、３

２ページの農業集落排水事業特別会計、３３ページの簡易排水事業特別会計、３４ペ

ージの浄化槽事業特別会計につきましては、令和５年４月１日から地方公営企業法の

一部を適用し、地方公営企業会計に移行したことから、令和５年３月３１日に打ち切

り決算を行っています。使用料や負担金で未収金が発生していることから、未収金解

消に努め、収納率の向上を図るよう要望します。今後も独立採算を原則とした経営に

努めていただきたいと思います。 

   その他の特別会計につきましては、審査意見書に記載しておりますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。 

   次に、一般会計及び全ての特別会計における実質収支に関する調書、財産に関する

調書につきましては、３８ページから３９ページに記載のとおりであります。 

   最後に、基金の運用審査については、４０ページに記載のとおり計数は正確である

と認められます。なお、当該基金につきましては、令和４年９月２６日に廃止された

ことから、今年度の審査で終了となります。 
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   以上をもちまして、一般会計及び各特別会計の報告並びに基金の運用審査の報告を

終わらせていただきます。 

   引き続き水道事業会計について申し上げます。 

   お手元の議案第７３号、令和４年度有田川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定についての決算書の後ろに添付されております審査意見書に沿って御説明いたし

ます。 

   審査意見書１ページを御覧ください。 

   第１の７、審査の結果のとおり、審査に付されました水道事業の決算諸表は、地方

公営企業法、その他関係法令に準拠して作成され、事業の経営成績及び財政状態は適

正に表示されており、その数値についても適正であると認められます。 

   第２の（１）経営成績につきまして、収益的収支のうち水道事業収益は５億２，４

３６万円、水道事業費用は３億６，００３万円、差引き純利益は１億６，４３４万円

となり、前年度に比べ２，７４１万円の増益となっております。一方、資本的収支に

ついては、資本的収入４４６万円、資本的支出１億５，１８７万円となっており、こ

の不足額につきましては、損益勘定留保資金などにより補塡されております。 

   次に、３ページを御覧ください。 

   給水状況でございますが、第２表のとおり、年間配水量及び年間有収水量は、湯浅

分水の増加の影響により前年度に比べ大幅に増加しております。 

   次に、５ページを御覧ください。 

   未収金の状況でございますが、第６表のとおり、前年度より減少しております。ま

た、水道料金の収納率は９８．３％であり前年度と同率であります。利用者負担の原

則から、引き続き未収金解消に努めていただきますようお願いいたします。 

   その他詳細につきましては、決算審査意見書及び別表として財務状況等を示してお

りますので、御覧いただきたいと思います。 

   以上、水道事業会計の報告を終わらせていただきます。 

   引き続きまして、議案書の前のほうに戻っていただきまして、報告第２２号、令和

４年度有田川町財政健全化判断比率等についての審査結果について御報告申し上げま

す。 

   各比率並びにこれらの算出過程は、いずれも関係法令に適合して作成されており、

適正であると認められます。報告書の後ろに添付されております審査意見書に各比率

の詳細を記載しておりますので、その概要を申し上げます。 

   まず、審査意見書の２ページを御覧ください。 

   実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、全ての会計において黒字であ

り、赤字比率は発生しておりません。 

   次に、３ページを御覧ください。 

   実質公債費比率につきましては、令和２年度からの３か月平均で１３．０％となっ
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ており、前年度１２．７％と比較して０．３ポイント悪化しております。 

   次に、将来負担比率につきましては、令和４年度も比率は発生しておりません。 

   最後に、３ページから５ページにかけての公営企業会計の資金不足比率については、

各会計とも資金不足は発生しておりませんが、一般会計からの繰入金に依存している

ことから、今後はこれらの抑制に努め、受益者負担や独立採算を原則とした思考で努

力されることを期待いたします。各比率は、現状では健全な数値ではあるものの、今

後も一般会計及び各特別会計並びに一部事務組合の事業計画も考慮しつつ、これらの

各指標の動向を注視し、健全な財政運営をされることを要望します。 

   以上、各会計の決算審査及び財政健全化判断比率等審査の結果報告を行いましたが、

令和４年度も通常の行政運営に加えて、新型コロナウイルス感染症対策や物価高騰対

策に係る事業に取り組み、さらにそのような状況下におきましても種々の課題に対し

て改善すべき点を改善し、また住民サービスの向上に資する新たな事業も見受けられ

ました。 

   今後におかれましても、新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類へと移行した

ことから、コロナ禍以前の事業の復活や新たなニーズへの対応が必要となることが考

えられます。最少の経費で最大の効果を上げられますよう、一層の財政健全化を志向

し、町民の信頼に応える行政運営をお願い申し上げまして、決算審査報告とさせてい

ただきます。 

○議長（谷畑 進） 

   以上で、監査委員の報告が終わりました。 

   暫時休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時４７分 

再開 １４時５５分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（谷畑 進） 

   再開いたします。 

……………日程第６ 報告第２１号…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第６、報告第２１号、専決処分の承認を求めることについて、令和５年度有田

川町一般会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 
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〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（谷畑 進） 

   挙手全員であります。 

   よって、本件は承認することに決定しました。 

……………日程第７ 報告第２２号…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第７、報告第２２号、令和４年度有田川町財政健全化判断比率等についてを議

題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これで報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第９、議案第４９号を先に審議したいと思います。御異

議ございませんか、 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第９、議案第４９号を先に審議することに決定しました。 

……………日程第９ 議案第４９号…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第９、議案第４９号、令和５年度有田川町一般会計補正予算第５号を議題とし

ます。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   ４番、椿原竜二君。 

○４番（椿原竜二） 

   ４番、椿原です。一般会計補正予算について質疑をさせていただきます。 

   ３０ページ、３１ページの４款衛生費の中で、健康推進課でがん患者医療用補正具

購入補助金が上程されております。これの補助の内容についてお伺いいたします。 

○議長（谷畑 進） 
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   福祉保健部長、井本英克君。 

○福祉保健部長（井本英克） 

   それでは、椿原議員の質疑にお答えいたしたいと思います。 

   今回、補正予算で計上させていただきましたがん患者アピアランスケア支援事業補

助金の内容についてでございますけども、まずウィッグにつきまして２分の１補助で

上限が２万円、それから人工乳房及び人工乳頭についても同じで、補助率２分の１で

上限が２万円、乳房補正下着につきましては補助率２分の１で上限１万円を考えてお

るところでございます。 

   以上でございます。 

○議長（谷畑 進） 

   ４番、椿原竜二君。 

○４番（椿原竜二） 

   まず、早速予算化していただいてありがとうございます。恐らく今日は、可決され

ればできる限り早く執行されるのかなと期待しているのと、歳入のほうを見ると、県

からのアピアランスケアの補助金がありますから、これで県費１００％というところ

ですから、今回はこれでもちろんありがたいといいますか、満足なんですけれども、

今後のことを考えるときに県費を１００％出していただけるのであれば、町もできる

限りちょっとでも上乗せをやっていただけたらと思いますので、今後そこだけ御期待

申し上げまして、答弁は結構なんでよろしくお願いします。 

○議長（谷畑 進） 

   ほかに質疑はございませんか。 

   １４番、増谷憲君。 
○１４番（増谷 憲） 

   １４番、増谷です。私もアピアランスケアについてなんですけども、この前の議会

でも、今質疑した椿原議員、私も一般質問をさせていただきまして、特に今言われた

内容では四つぐらいだったと思うんですけど、今後、がん患者の状況によってはもっ

と対応をせなあかん部分も増えてくると思いますので、それは県ともタイアップしな

がら考えていっていただきたいのと、あえて言えば、椿原議員も言いますけども、県

費１００％だけなので、町もこうしてもっと補助額を増やしていくべきだと思います。

検討のほど、ぜひ求めたいんですが、その点の御答弁いただけませんか。 

○議長（谷畑 進） 

   福祉保健部長、井本英克君。 

○福祉保健部長（井本英克） 

   増谷議員の質疑にお答えしたいと思います。 

   今回は県内で先行してやっている市町村の事例などを参考に、県の補助基準どおり

ということで予算のほうは計上させていただいたところでございます。今回初めての
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事業なんで、今後、どれだけ申請される方があるかとか、またほかのものについても

要望があったりとかというのはまだ見えない状況なんですけども、そういった例えば

申請者数が多いとか、あとはほかのものもあかんのかとかいう問合せとかもあると思

うんで、その辺また出てきましたら、そのときに応じて考えていきたいと考えており

ます。 

   以上でございます。 

○議長（谷畑 進） 

   １４番、増谷憲君。 
○１４番（増谷 憲） 

   がん患者さんでも憲法に明記されているように、健康で文化的な最低限度の生活を

送っていくという立場から、全国的に普及してきている中身なんですけども、何とい

っても患者さんの需要に応じて、ぜひ前向きに検討していっていただきたいんですけ

れども、これは県費補助なので町の中で要綱等とか、そういうのをつくる考えはない

んでしょうか。 

○議長（谷畑 進） 

   福祉保健部長、井本英克君。 

○福祉保健部長（井本英克） 

   今のところ町の単独でというのは考えてないところなんですけども、今後、そうい

った要望とかも出てくれば、また検討していくことになるのかなとは考えているとこ

ろでございます。 

   以上です。 

○議長（谷畑 進） 

   １４番、増谷憲君。 
○１４番（増谷 憲） 

   次の項目というか、別の件で１件、質疑をさせていただきます。 

   今回の議案の中にも職員の人事異動等で結構増減が出ております。私言いたいのは、

このたび和歌山県下の最低賃金が上がりましたね。これに伴う会計年度任用職員につ

いても対応すべきではないかと思うんですが、これについての考え方もしくは方向性

をお聞きしたいと思います。 

○議長（谷畑 進） 

   総務政策部長、井上光生君。 

○総務政策部長（井上光生） 

   増谷議員の御質疑にお答えさせていただきます。 

   もちろん、和歌山県の最低賃金が上がれば、それに応じて会計年度任用職員の給与

というのは見直しをかけていきます。今回も職員については遡及されるんで、人勧が

出てくるだろうと思います。それについては、人勧が出れば遡及して支給という形に
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なります。会計年度につきましては、その都度最低賃金を割らないようにという方策

を立ててやってまいります。 

   以上です。 

○議長（谷畑 進） 

   ほかに質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   これで質疑を終わります。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより採決を行います。 

   本案は、原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（谷畑 進） 

   挙手全員であります。 

   よって、本案は原案のとおり可決しました。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第１７、議案第５７号から日程第３３、議案第７３号ま

でを先に審議したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第１７、議案第５７号から日程第３３、議案第７３号ま

でを先に審議することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第１７、議案第５７号から日程第３３、議案第７３号までの１７件を一括議題

としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

……………日程第１７ 議案第５７号から日程第３３ 議案第７３号…………… 

○議長（谷畑 進） 

   日程第１７、議案第５７号から日程第３３、議案第７３号までの１７件を一括議題

とします。 
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   一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   質疑なしと認めます。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっています議案第５７号から議案第７３号までの１７件について

は、１２人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し付託したいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５７号から議案第７３号までの１７件については、１２人の委

員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しま

した。 

   お諮りします。 

   ただいま設置することに決定しました決算審査特別委員会の委員の選任については、

委員会条例第７条第３項の規定により、議長において濃添勇作君、栗山昌之君、本下

雅敏君、椿原竜二君、中島詳裕君、星田仁志君、西弘義君、林宣男君、岡省吾君、堀

江眞智子君、増谷憲君、殿井堯君を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、ただいま指名した１２人を決算審査特別委員会の委員に選任すること

に決定しました。 

   暫時休憩いたします。このままお待ちください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １５時０６分 

再開 １５時０６分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（谷畑 進） 

   再開いたします。 

   ただいま設置されました決算審査特別委員会より、正副委員長の互選の結果報告が

ありました。 

   委員長に林宣男君、副委員長に本下雅敏君が選任されましたので、御報告いたしま

す。 

   お諮りします。 



－２７－ 

   日程第８、報告第２３号、日程第１０、議案第５０号から日程第１６、議案第５６

号まで、日程第３４、議案第７４号から日程第３８、議案第７８号までを提案理由の

説明だけにとどめ、議案調査のため審議を中止したいと思いますが、これに御異議は

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（谷畑 進） 

   異議なしと認めます。 

   本日の会議はこれで延会したいと思います。 

   また、次回の本会議は９月１４日、木曜日、午前９時３０分に開議いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １５時０８分 


